
カレントアウェアネス　NO.316（2013.6）

10

CA1795 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

大学図書館における学生協働について
―学生協働まっぷの事例から―
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はじめに
　本稿は、国内各地で活発になっている大学図書館に
おける学生協働の活動形態や動向を明らかにすること
を目的としている。学生協働とは、「図書館業務の一
端を、職員とともに、利用者でもある学生が担う活動」
と定義する。各活動によって、内容も組織形態もさま
ざまであるが、「自発的・自律的に学習支援に関与し、
図書館スタッフの一員としての働きをする学生スタッ
フ」（1）が、学生アシスタントや学生サポーターなど様々
な名称で呼ばれている。ここではそうした学生協働に
関与する学生を、総称して学生スタッフと呼ぶ。
　本稿ではまず、なぜこのような学生協働が大学図書
館で起こってきたか、その背景を考察する。次に、大
学図書館の学生協働事例集「学生協働まっぷ」（2）を元
に、どのような活動形態が見られるかを紹介する。さ
らに、学生協働を通じて学生スタッフがどのような知
識を得られるかについて考察する。最後にまとめとし
て、学生協働が大学図書館にもたらす利点と問題点を
提示し、学生協働の新たな流れについて紹介する。

背景
　2000 年代以降、少子高齢化の加速や経済活動の停
滞など、高度経済成長後の日本社会における問題点が
顕在化する中で、大学における教育に対して、知識の
一方的な伝授から、学生の主体的な知識の獲得へと変
化することが期待されるようになった。例えば、文部
科学省への答申には、「大学はより学生の視点に近い
位置に立ち、学生に対する教育・指導の充実やサービ
ス機能の向上に努めることが重要」（3）「自ら学ぶ学習者
の重要性」（4）という文言が登場している。また、中央
教育審議会大学分科会大学教育部会がまとめた「予測
困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える力
を育成する大学へ（審議まとめ）」には、「若者や学生
の『生涯学び続け、どんな環境においても“答えのな
い問題”に最善解を導くことができる能力』を育成す
ることが、大学教育の直面する大きな目標」（5）とあり、
大学における教育の概念の変化が求められていること
が分かる。
　このような変化に対して、大学内の重要な学習施設

である大学図書館は「空間」と「人材」の二つの側面
から新たな学びのあり方を支援している。まず、大学
図書館が新たな「空間」の提供によって対応している
例が、学生の自主性を重んじるラーニングコモンズで
ある（CA1603 参照）。一方で「人材」側面での対応が、
学生協働にあたる（6）。
　従来より、職員不在の時間帯に、貸出・返却など
の単純作業を行う労働力として、学生アルバイトな
どを雇用している大学図書館は多かった。しかし、
現在活発になっている学生協働は、図書館に利用者
視点をとりいれることや、学生スタッフの学習支援・
キャリア形成支援、学生スタッフを通した他の学生
への学習支援などを目的に掲げているところが特徴
的である（7）	（8）	（9）。
　図書館に利用者視点をとりいれるという目的も、長
期的に見れば学生の図書館利用を促進する学習支援の
一環であるため、学生協働は学生の主体的な学習に対
する支援と言える。

学生協働の活動形態
　では、実際に学生協働はどのような形態で行われて
いるのだろうか。多種多様な学生協働の活動形態を、

「学生協働まっぷ」（下図）に掲載された事例を中心に
紹介する。
　「学生協働まっぷ」（以下「まっぷ」という）とは、
筆者を含む京都大学図書系職員勉強会の有志（10）が、
2011 年 3 月から 2012 年 5 月までの期間（11）に、全国の
大学図書館の学生協働の取り組みを収集した事例集で
ある。収集終了時点で 73 事例が掲載されている。収
集方法は、図書館系メーリングリストでの呼びかけ
や、インターネット上での大学図書館ホームページの
検索、図書館関係者の口コミによるものであり、悉皆
調査ではない。73 事例中 38 事例には、参加学生スタッ
フ向けのアンケート（12）を行った。アンケートの結果
は「まっぷ」中の各詳細欄に記載されている。
　「まっぷ」では、各事例を「図書館業務サポート」「学
生選書」「学習支援」「学生サークル・その他」の 4 つ
の主な活動内容に大別（13）して掲載している。
　またアンケートの回答により 38 事例については、
開始時期を把握できた。そのうち、開始年の最も早い
のが立命館大学の 2001 年で、開始年が最も集中した

（12 事例）のは 2010 年であった。

（1）図書館業務サポート（「まっぷ」29 事例掲載）
　「図書館業務サポート」の項目は、配架・館内案内・
カウンター業務・ICT 機器サポート・図書館広報な
どを主とした活動としている。73 事例中 29 事例と最
も事例数が多かった。この項目の活動には、図書館が＊京都大学医学図書館
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一定期間のプログラムを組んで学生を募集するタイプ
が多い。このようなプログラム型は、他の活動内容と
比較して、図書館職員が学生スタッフと最も密接に
関与し、協力する活動形態である。学生協働プログ
ラムに独自の名称をつけて、学生スタッフとしてのア
イデンティティを高めている例（お茶の水女子大学の

「LiSA」（14）や、嘉悦大学の「Liss」（15）、白百合女子大学
の「LiLiA」（16）、清泉女子大学の「Ask	me!」（17）など）
がよく見られる。
　活動内容は多種多様であるが、特に学生スタッフに
よる展示やおすすめ図書紹介などのイベント・広報関
係に力を入れている事例（東京工業大学の「図書館サ
ポーター」（18）、名古屋学院大学の「学生サポーターの
会」（19）など）が見られる。学生スタッフによる図書館
広報誌が作成されている例（愛媛大学の「図書館サポー
ター」（20）の『月刊ひよこ』、島根大学の「図書館コンシェ
ルジュ」（21）の『LiMe』、梅光学院大学の「図書館サポー
ター」（22）の『Tabula	rasa』など）も見られる。

（2）学生選書（「まっぷ」16 事例掲載）
　「学生選書」は選書ツアー・POP 作成などを主とし
た活動としている（23）。定期的あるいは不定期に学生

を集めて書店に赴き学生の希望する図書を購入すると
いうタイプが多い（京都工芸繊維大学の「学生選書ツ
アー」（24）、福井大学の「ブックハンティング」（25）など）。
さらに、学生が選書した本を紹介しあう「読書会」を
開催する事例（大阪商業大学の「学生選書スタッフ」（26））
や、一定期間学生が選書委員会を組織して参加するプ
ログラムを組んでいる事例（佐賀大学の「学生選書さ
らりーず」（27））もある。
　この項目以外に分類した事例にも、活動の一環とし
て学生選書を行っているところがある（志學館大学の

「図書館サポーター『ぱぴるす』」（28）、松山大学の「図
書館学生アドバイザースタッフ C3」（29）など）。

（3）学習支援（「まっぷ」12 事例掲載）
　「学習支援」は学習相談・レポート作成支援などを
主とした活動としている。上級生や院生がチューター
として図書館内にデスクをかまえ、学生のレポート作
成や勉強などの相談にのるというタイプがよく見られ
る（慶應義塾大学理工学部の「S-Circle」（30）など）。特
に、図書館の中でもラーニングコモンズにおける学習
支援に、学生スタッフという「人材」の活用を期待す
る意見がある（31）が、その実例と言えるような事例も

図　学生協働まっぷ
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散見される（大阪大学の「図書館 TA」（32）、国際基督
教大学の「ライティングサポートデスク」（33）、名古屋
大学の「中央図書館総合サポートカウンター学生サ
ポートスタッフ」（34）、立教大学の「ラーニングアドバ
イザー」（35）など）。
　また、九州大学の「Cute.Supporters」（36）のように、
新入生ガイダンスで、学生スタッフが自身の図書館活
用の経験談を語り、ロールモデルとして新入生に図書
館の使い方を紹介するといった、情報リテラシー活動
に従事するような事例もある。この事例は、学生スタッ
フという具体例を通して、その周囲の学生の図書館活
用への理解を深めている。
　なお、「まっぷ」の事例収集終了から約半年後のふ
じたによる再調査（37）では、4 分類全体の事例数は 73
事例から 89 事例に増加し、なかでも学習支援の事例
が 16 事例増えて、最も増加していたという。

（4）学生サークル・その他（「まっぷ」16 事例掲載）
　「学生サークル・その他」には、学生団体が図書館
内で活動するものや、他に当てはまらない内容などを
まとめている。図書館と協力する学生団体の活動や、
その他特殊な活動が確認できる。学生から自発的に設
立された図書館の風紀活動（旭川医科大学の「図書館
学生委員会」（38））や、学生の卒業研究に大学図書館が
協力したことから始まり別の大学図書館などに展開す
るようになったプロジェクト（kumori（39））などがある。
　収集時期が東日本大震災と重なったため、地震で
落ちた本を整理するという時事的な活動（東北大学
の「地域復興プロジェクト“HARU”書籍整理ボラ
ンティア」（40））も掲載している。

　なお、上記の 4 つの分類による事例分けは、直感的
な事例探しがしやすいが、一方で問題点として、各活
動内容に必ずしも適切な分類ができているとはいいが
たいという点がある。一大学内における活動が複数の
分類にわたる場合にも、一つの活動内容の下に分類さ
れている場合があるので注意されたい。
　分類に関わらず、多くの学生協働においては個別の
情報発信も盛んであり、73 事例のうち、事例収集時
点で、活動について随時お知らせを掲載するようなブ
ログが 17 件、Twitter アカウントが 7 件、学生選書
や学生スタッフのおすすめ図書を掲載するブクログが
5 件報告されている。
　活動の報酬は、有償の例も無償の例もどちらも見ら
れるが、有償のなかにも金銭的な報酬だけでなく、単
位を与えたり（岩手大学の「図書館サポーターズ“と
さぽ”」（41））、特典を提供するポイント制度（香川大学
の「図書館ボランティア」（42））を設けるような事例も

ある。
　また、図書館単体ではなく大学全体のピアサポート
プログラム（43）の一環として、学生協働が行われてい
る事例もある（立命館大学の「学生ライブラリースタッ
フ」（44）、早稲田大学の「こうはいナビ図書館企画『図
書館なび』」（45））。

学生協働から得られる学生スタッフの知識
　学生協働を通して、学生スタッフはどのような知識
を得られるのだろうか。具体的な学生スタッフからの
報告として、お茶の水女子大学の「LiSA」の業務報
告書（46）、東京女子大学の事例報告（47）、および「まっぷ」
掲載のアンケートにある学生スタッフの回答コメント
を元に考察する。以下、LiSA 業務報告書からの引用
を「お茶」、東京女子大学の報告からの引用を「東女」、
その他「まっぷ」からの引用を各大学名で示している。
　まず、学生スタッフが「図書館の運営に参画してい
るという自覚」（48）を持ち、図書館利用の理解を深める
という点が挙げられる。
　「図書館のどこに何があるのか、サービスをどのよ
うに受ければよいのか、理解しているのとしていない
のとでは利用の度合いはだいぶ変わってくるように思
います。（お茶）」や、「裏側を知っていると『もっと
利用者としてもどんどん活用しよう！』という気にな
るし、また『丁寧に利用しなければ』という自覚も生
まれた（お茶）」というコメント、「実践を積むなかで
自身の検索スキルを向上させることができる（九州大
学）」といったコメントから、学生スタッフが利用者
としての視点だけでなく運営者の視点も持つことで、
図書館の活用のしかたを学んでいることがわかる。
　次に、図書館職員などの他の立場の人間と連携する
能力を身につけ、自らの課題を設定し企画立案ができ
るようになる点が挙げられる。
　「職員や他のメンバーと共に活動することにより、
自分の長所や短所を見直し改善する契機となった（島
根大学）」や、「図書館側も私たちの提案を積極的に取
り入れてくれるし、取り入れられない場合でも『なぜ
できないか』の部分まできっちり説明してくれるので、
提案しやすく、そのことが意見交換や活性化につな
がっている（東女）」といったコメントから、学生スタッ
フが図書館職員との連携をすすめて主体的に課題を
見つけたり、企画を提案したりしていることがうか
がえる。
　このように、学生スタッフは図書館での活動を通し
て、図書館利用の理解を深めたり、他者とのコミュニ
ケーションや自主的な行動ができたりするようになっ
ている。このことは、学生が「自ら主体的に学習する」
という学習支援に繋がっていると見ることができるだ
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ろう。また学生スタッフ自身だけでなく、彼らを通じ
て周囲の学生にもこうした知識の波及が期待できる。

おわりに
　学生協働は、学生の主体的な学びを支援することを
目的に行われる一方で、支援する図書館職員側にとっ
ても利点がある。
　例えば「まっぷ」に掲載しているアンケートに、学
生協働への参加理由として「本が好きだから」「図書
館が好きだから」という回答が多く見られるように、
学生協働は潜在的に図書館に協力的な学生を発掘し、
図書館によりひきつけることができる。また、利用者
の学生と図書館職員との間に直接つながりができ、顔
の見える関係を構築できる。これは学生側にとっても
職員と話すハードルが下がるという利点となるだろ
う。その他に図書館職員からは、学生スタッフに業
務内容を教えることで職員自身のスキルアップにな
る、職員同士の連携も密になる、職員数の不足をカ
バーすることにもつながるといった利点が挙げられ
ている（49）	（50）。
　一方で学生協働には問題点もある。学生スタッフの
活動を図書館側が管理・把握するのに労力が必要なこ
と、有償であれば財源を確保しなければならないこと、
学生スタッフのモチベーションをあげる・維持する必
要があることなどが挙げられる。特にモチベーショ
ンの維持や継続性を課題として挙げているところが、
活動の報告（51）	（52）やアンケートの回答からも読み取れ
る。学生協働を通して学生スタッフと直接関わる図書
館職員は、これらの問題に対処する力が求められる。
　最後に、学生協働の新しい流れとして、個別の大学
図書館内にとどまらず、大学の枠を越えた大学図書館
の学生協働に関わる学生スタッフ同士の、大きな横の
つながりが生まれてきている。他大学の図書館と交流
したいという声や、実際に交流があったという声もア
ンケートで出ているが、特に顕著な例として、2011
年と 2012 年に中国地方で「大学図書館学生協働交流
シンポジウム」（53）が開催されていることを挙げておく。
　文中で述べたが、学生協働の事例数は「まっぷ」で
の事例収集終了後も増加している（54）。「まっぷ」の収
集初期には、小中規模の公立・私立の大学の事例の情
報が寄せられることが多かったが、現在は規模や国公
立・私立に関わらず、さまざまな大学図書館で学生協
働が行われている（55）。背景の通り、大学教育が「主
体的学習」へと舵を切り大学図書館が「学習支援」に
直接関わっていく中で、こうした流れは当然と言えよ
う。本稿が現在学生協働に携わっている、あるいはこ
れから携わる大学図書館職員および学生スタッフの一
助となれば幸いである。
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